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放課後児童クラブの学校利用について 

 

 

１ 概 要 

市こども福祉課では、増加する放課後児童クラブの需要に対応し、その受け

皿を整備するため、小学校の余裕教室を利活用することを検討している。 

この取組は、子育てする家庭を支援し、子どもの居場所づくりを推進するも

のであり、教育委員会と保健福祉部が連携して行う総合的な放課後児童対策の

一つであることから、今回、総合教育会議の協議・調整事項として掲げ、様々

な角度からの意見や課題等を今後の事業運営に生かしていこうとするもの。 

 

２ 放課後児童クラブの現状・課題 

（1）全国的な状況 

・近年、核家族化や女性の社会参画による共働き世帯の増加など社会情勢の変

化に伴い、放課後児童クラブの需要が増加している。 

・文部科学省と厚生労働省の連携のもと、平成２７年度から「放課後子ども総

合プラン」を進めてきた。更に放課後児童クラブの需要増が見込まれること

から、新たに、５年間（2019～2023）で約３０万人の受け皿を整備する「新・

放課後子ども総合プラン」を策定した。その内容は、放課後児童クラブと放

課後子供教室の両事業を新たに整備する場合、学校施設を徹底的に活用する

とした。 

 

（2）本市の状況 

・市内の放課後児童クラブは、公設１２か所・民設４か所で整備され、保護者

会や社会福祉法人、ＮＰＯ法人など民間で運営されている。 

・現在、利用者が増加しており、施設の面積不足により市条例の基準を充たし

ていない施設が生じてしまうため、周辺公共施設（児童センター・児童館）

を利用するなど、緊急的な対応をしている。 

・平成３１年度から待機児童が発生することが見込まれる。 

 

３ 対象施設 

  ・第二小区 風の子クラブ（第１、第２） 

  ・第五小区 赤羽児童クラブ 

・第六小区 あすなろ学童クラブ 

・第十小区 元気っ子（第１、第２） 

 



 

４ 問題点 

  ・利用可能で、利便性が高い教室や駐車場等の確保 

・児童の怪我等による安全管理 

・戸締り、鍵や物品の管理等防犯対策 

・下校時間の相違による授業への影響 

・コスト（光熱水費等）の配分 

・児童の気持ちの切り替えへの配慮 

 

 

５ スケジュール 

   平成３１年度には待機児童が発生する可能性があることから、問題点等に対

応しながら、新年度内に余裕教室等の学校施設の利活用を予定している。 

※平成３１年度は、第２期館林市子ども子育て支援事業計画（平成 32 年～36

年度）を策定する。放課後児童対策についても、市民ニーズ（現在、ニーズ調

査実施中）や国等の動向も踏まえ、同計画に反映していく。 

 

 

（参考データ） 

① 国資料：新・放課後子ども総合プラン 資料１ 

② 利用者：小中学校の児童数及び学級数の増減 資料２ 

（館林市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン総合戦略 抜粋） 

学校区別放課後児童クラブ利用児童数及び利用率  

③ 施設等：児童１人当たり専用区画面積及び費用の推移  

 


























